
地
域
と
の
協
働
に
よ
る

高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事
業

文
部
科
学
省
で
は
、
高
等
学
校
等
に
お
い
て
、

各
教
科
等
の
内
容
を
社
会
の
在
り
方
等
と
結
び
付

け
て
深
く
理
解
す
る
等
、
地
域
の
課
題
を
基
に
体

験
と
実
践
を
伴
っ
た
探
究
的
な
学
び
を
実
現
す
る

た
め
、
昨
年
度
か
ら
こ
の
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。地

域
な
ら
で
は
の
新
し
い
価
値
の
創
造
に
向
け
、

地
域
を
よ
く
知
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け

た
探
究
的
な
学
び
を
、
各
教
科
・
科
目
や
総
合
的

な
学
習
（
探
究
）
の
時
間
等
の
中
で
実
施
し
た
り
、

そ
れ
ら
を
相
互
に
関
連
さ
せ
、
教
科
等
横
断
的
な

学
習
を
実
現
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
体
系
的
・
系
統
的
に
位
置
付
け

る
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
等
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

市
町
村
・
高
等
教
育
機
関
・
産
業
界
等
と
の
協

働
に
よ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
築
し
、
地
域
課

題
の
解
決
等
の
探
究
的
な
学
び
を
実
現
す
る
取
組

を
行
う
高
等
学
校
を
指
定
し
、
質
の
高
い
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
・
実
践
、
体
制
整
備
を
進
め
ま

す
。
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文部科学省指定
地域との協働による高等学校教育改革推進事業

校長 田中 篤

本
年
４
月
よ
り
校
長
と
し
て
赴
任
い

た
し
ま
し
た
田
中
と
申
し
ま
す
。

私
は
初
任
校
が
本
校
の
前
身
で
あ
る

大
矢
野
高
校
で
、
再
び
こ
の
地
で
約
２

５
年
ぶ
り
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
当
時
担
任
な
ど
で
関
わ

り
現
在
本
校
の
保
護
者
と
い
う
方
が
何

人
も
お
ら
れ
、
本
校
と
縁
浅
か
ら
ぬ
も

の
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅

威
は
依
然
と
し
て
私
た
ち
の
身
近
に
あ

り
、
学
校
で
も
感
染
拡
大
防
止
対
策
を

講
じ
な
が
ら
何
と
か
教
育
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
先
が
見
通
せ
ず
手
探
り
の

状
態
で
す
が
、
こ
う
し
た
状
況
だ
か
ら

こ
そ
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ

が
一
際
強
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
４
月
当

初
か
ら
、
地
域
の
方
々
や
前
述
の
保
護

者
の
方
々
と
接
す
る
機
会
を
得
て
、
励

ま
さ
れ
勇
気
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う

し
た
地
域
の
支
え
は
、
学
校
運
営
の
大

き
な
原
動
力
で
す
。
不
安
な
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
家
族
や
地
域
と
い
っ
た
身
近

な
関
係
性
を
確
か
な
も
の
に
し
な
が
ら
、

教
育
活
動
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

「
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
高
等
学
校

教
育
改
革
推
進
事
業
」
も
、
身
近
な
地

域
の
支
え
が
あ
っ
て
成
立
す
る
教
育
活

動
で
あ
り
、
本
事
業
も
２
年
目
で
す
の

で
、
成
果
を
全
国
に
発
信
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
取
組
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
皆
様
か
ら

の
御
支
援
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

カリキュラム
開発等専門家

元田 有祈

令
和
元
年
度
よ
り
、
「
地
域
と
の
協

働
に
よ
る
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事

業
（
地
域
魅
力
化
型
）
」
に
お
け
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
等
専
門
家
及
び
地
域

協
働
学
習
実
施
支
援
員
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
元
田
有
祈
と
申

し
ま
す
。

ま
ず
は
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
及
び
そ
の
対
策
と
し
て
の

営
業
自
粛
等
に
よ
り
、
影
響
を
受
け
ら

れ
た
方
々
や
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
方
々
に
対
し
お
見
舞
い
と
感
謝

を
心
よ
り
申
し
上
げ
ま
す
。

世
界
で
も
未
曾
有
の
事
態
と
な
っ
た

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
本
校
で
も

様
々
な
影
響
が
あ
り
な
が
ら
も
学
校
を

再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

事
態
に
お
い
て
も
自
ら
学
び
を
続
け
る

興
味
関
心
の
醸
成
と
と
も
に
、
探
究
の

重
要
性
を
改
め
て
感
じ
た
も
の
で
す
。

私
自
身
こ
の
上
天
草
に
住
み
始
め
て

４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
美
し
い

自
然
と
文
化
、
人
に
囲
ま
れ
た
宝
の
島

を
よ
り
よ
い
未
来
に
導
く
の
は
本
校
の

生
徒
た
ち
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材

を
よ
り
力
強
く
育
て
て
い
く
た
め
に
も

昨
年
度
に
引
き
続
き
本
年
度
も
保
護
者

の
皆
様
を
は
じ
め
、
地
域
の
各
種
団
体

の
方
々
に
対
し
生
徒
の
探
究
活
動
等
へ

の
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い

ま
す
が
、
上
天
草
高
校
生
の
目
指
す
人

材
像
へ
の
到
達
に
向
け
て
御
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
町
村
・
高
等
教

育
機
関
・
産
業
界
等

と
の
協
働
に
よ
る
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
昨

年
度
発
足
し
ま
し
た
。

本
年
度
も
未
来
の
上

天
草
市
を
支
え
、
創

造
す
る
生
徒
た
ち
の

力
強
い
応
援
団
と
し

て
本
事
業
を
推
進
し

て
い
く
メ
ン
バ
ー
で

す
。



本年度より大学入試改革が行われます。この入試改革では、
社会が求める人材像の変化に対応するものであり、知識・技能
だけでなく、思考・判断・表現力を重視したものと変わってい
きます。生徒が自らの課題を見出し周囲と協力して解決する力
が求められるようになります。
上天草プロジェクトでは、３年間を通して、自らの地域を学
びの素材として、地域の課題解決能力の向上を図っていきます。

学校でこんなことをやってみたい。
こんな活動をしてみたいというアイ
ディア募集しています。職員室の元
田またはメールで送ってください。
感想や質問もぜひ送ってください。

コロナウイルス感染症対策のための臨時休業等が
終わり、生徒の元気な姿を学校で見ることができま
した。昨年度は新入生も高校に慣れている頃かと思
いますが、２ヶ月近い休校や分散登校で、やっと登
校できたという想いが強いように感じました。

これまでの教育課程編成は、「単位数、
授業時数」等が中心に考えられ、「何を、
何時間で教えるか」という視点で教育課
程が編成されがちでした。
国の教育課程審議会答申においても、
「何をどれだけ学ぶか」ばかりでなく、
「生きる力」につながる「学び」の再確
立が求められている中で、「自ら学び、
自ら考える力を育成すること」「各学校
が創意工夫を生かし特色ある教育、特色
ある学校づくりを進めること」等が教育
課程の改善の方針とされています。

カリキュラムの開発

上天草プロジェクトは、「総合的な探究
の時間」の代替科目として「上天草プロ
ジェクト１・Ⅱ・Ⅲ」「地域起業研究」
「地域イノベーション研究」を学校設定科
目として取組んでいます。生徒たちは、こ
れらの科目の探究的な学びを通じて、
（１）上天草をより深く理解し、誇りに思

い、愛する人材
（２）新しい上天草創造のために思考・行

動・表現し、支える人材
（３）上天草と自らの夢の実現のため学び

続け、夢を追い続ける心豊かな人材
となれるよう３つの目標に向かってカリ
キュラムの開発を推進していきます。
１年生では、地域理解講座で上天草市の
現状や産業構造や観光を学び、先進出前講
座では、各種団体や企業経営者などを招き
授業を行う予定です。また昨年１年生全員
が応募し、学校賞を受賞した「ビジネスプ
ラングランプリ」に向けてビジネスプラン
の作り方やビジネスアイディアを考えるヒ
ントなどを学びながら創りあげていきます。
２年生では、昨年からの取組みをより一
層ブラッシュアップさせ、地域とつながれ
るよう、積極的に学校外へ出て行けるよう
な活動を行います。１年生とともにビジネ
スプラングランプリや他のコンテストにも
積極的に応募し、自らの考えを表現する力
を身につけていきます。

上天草プロジェクト地域との協働のねらい
地域との協働による高等学校教育改革推
進事業は、生徒たちが生き抜く新たな世界
において、いかに生徒たちがその世界で自
らの能力を発揮して強く生きていけるかを
高等学校教育のカリキュラムの中で支援す
る事業だと考えています。
先端技術により産業も変化し、IoTやAIの
技術の発展はめざましいものがあります。
ある研究によると、近い将来90％の職が

AIに置き換えられ、15年後には今ある職の
49％がなくなるともいわれています。その
ような世界を生き抜く生徒に自らがAIや最
新の技術をどのように活かすことができる
かを考え行動できる人材の育成に取組みま
す。

編集後記

本校は、令和元年度文部科学省指定「地域との協働による高等学校教育改革推進事業
（地域魅力化型）」として、多くの応募の中で、全国２０校に選ばれています。指定（事
業）期間は３年間。本年は２年目となり、今回はその取組みについてご紹介いたします。

いろんなアイディアを募集しています

motoda-y@mail.bears.ed.jp


